那覇市様式（R7．12～）
[bookmark: _Hlk124770739][bookmark: _Hlk124770740]那覇市様式（R7．12～）
 学 級 活 動 (2),(3)作成にあたっては，別紙【作成上の留意点】を参考にすること

第○学年　学級活動（　）指導案
令和○年○月○日（○）○校時　□：□～□：□★作成に当たって使用するフォントについて、みだしをMSゴシック体、それ以外はMS明朝体とする。

（  ○○○○　）学校　○年○組○名
指導者　■■■　■■■　　　

年間指導計画　(　　)学年　○月題材　学級活動(２)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は学級活動(３)一人一人のキャリア形成と自己実現
１　学校で育成を目指す資質・能力
	知識・技能　　　　　　　　　　　　　思考力・判断力・表現等　　　　　　　　　　学びに向かう力・人間性[bookmark: _Hlk125982051]【グランドデザイン】から，すべて記載します。　本時の学習との関わりが深い項目は，先頭の印を【◎】にすること。
※【記載する意図】　自らの授業や学級経営等が，学校教育目標の実現にいかなる役割を果たすのかを意識するため。
◎
〇
〇
〇
〇
◎
〇
〇
〇




２　題材 　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　          学級活動の内容(　)　　※例：学級活動の内容(３)イ
                      
３　題材について　
 （１）児童生徒の実態
[bookmark: _Hlk215565826]※MS明朝



 （２）題材設定の理由
※MS明朝




４　評価規準（　第○学年及び第○学年　）
	よりよい生活を
築くための知識・技能
	集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現
	主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

	※MS明朝

　

	※MS明朝

 

	※MS明朝

 


	
	
	



５　事前の指導
	日時
	児童生徒の活動
	指導上の留意点
	目指す児童生徒の姿と
【観点】（評価方法）

	
○月○日（　）
 （昼休み）
 
	※MS明朝




	※MS明朝



	※MS明朝




	
○月○日（　）
（第○校時）

	※MS明朝



	※MS明朝



	※MS明朝






６　本時の展開
 （１) 本時のねらい
※MS明朝


 （２）授業仮説
※MS明朝
      　（授業仮説の表現例）
　　　「〇〇〇において、〇〇〇すれば、〇〇〇になるであろう。」
　　　　場・内容の限定　　投入方法　　　期待される効果
　　　　　　　　　　　　方法・手立て　　ねらい・めざす子ども
 （３）展開　
	段階
	児童の活動
	□指導上の留意点　◆児童生徒の反応
	目指す児童生徒の姿と
【観点】（評価方法）

	導　入（　　）分
	※MS明朝
【つかむ】
１ 題材について確認


２ 話合いのめあての確認　


３ 先生の話

	※MS明朝








	※MS明朝









	
	
	
	

	展　開（　　）分
	※MS明朝
４ 話合い
【さぐる】

 
【見つける】


	※MS明朝
・共通に解決すべき問題としての意識の共有
・自分の問題や状況から目標や方法を決定





	※MS明朝


【思考力・判断力・表現力】





	終　末（　　）分
	※MS明朝
【決める】
５ 意思決定 


６ 話合いの振り返り


７ 先生の話

	※MS明朝








	※MS明朝









	
	
	
	



７　事後の指導
	日時
	児童生徒の活動
	指導上の留意点
	目指す児童生徒の姿と
【観点】（評価方法）

	
○月○日（　）

	※MS明朝


	※MS明朝


	※MS明朝



	
○月○日（　）

	※MS明朝


	※MS明朝


	※MS明朝



	
	
	
	



８　板書計画等（写真も可・項目だけでなく、実際に板書することを書く・ICT機器の活用について）

